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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
差
し
か
か
る

少
し
手
前
の
晴
れ
た
日
に
、
九
十
八
歳
と

九
十
九
歳
の
信
者
が
お
助
行
の
席
で
面
談

し
、お
互
い
の
健
康
を
た
た
え
合
い
ま
し
た
。

双
方
と
も
に
、
相
手
の
言
葉
を
十
分
に
は
聞

き
と
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
話
の

中
身
は
人
生
を
語
る
重
み
の
あ
る
も
の
で
し

た
。

　

曰
く
、
こ
う
し
て
健
康
で
生
き
て
い
ら

れ
る
だ
け
で
も
と
て
も
有
り
が
た
い
こ
と

だ
か
ら
、
私
は
感
謝
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い

る
。
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
自
分
で

寂じ
ゃ
っ

光こ
う

参さ
ん
ぱ
い拝
を
視し

や野
に

水
谷
信
洋
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や
っ
て
い
る
。
皆
さ
ん
も
手
足
を
よ
く
動

か
し
て
、
自
分
を
甘
や
か
さ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
よ
。
家う

ち

は
息
子
夫
婦
の
帰

り
が
晩お

そ

い
か
ら
、食
事
は
今
も
私
が
つ
く
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
時
に
一
日
の
こ
と
を
話

し
合
わ
な
い
と
家
族
の
会
話
が
な
く
な
っ

ち
ゃ
う
か
ら
。
一
日
あ
っ
た
こ
と
を
話
し

合
う
と
、
何
と
も
い
え
な
い
幸
せ
を
感
じ

ま
す
よ
。
こ
れ
も
す
べ
て
御
法
様
の
お
か

げ
で
す
。

　

も
う
一
方
の
曰
く
、
も
う
歩
け
な
い
の

で
車
い
す
の
生
活
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

施
設
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
て
お
風
呂

に
入
り
、
お
友
達
も
で
き
て
い
ろ
い
ろ
話

を
聞
く
と
、
私
は
な
ん
て
幸
せ
者
だ
ろ
う

と
改
め
て
感
じ
ま
す
よ
。
心
臓
が
悪
か
っ

た
私
が
こ
ん
な
に
長
生
き
し
て
子
や
孫
に

囲
ま
れ
て
暮
ら
せ
る
な
ん
て
考
え
も
し
な

か
っ
た
こ
と
で
す
。
一
日
一
日
生
き
て
い

ら
れ
る
幸
せ
を
か
み
し
め
、
御
宝
前
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

ど
ち
ら
も
、
寂
光
参
拝
す
る
こ
と
の
で

き
る
御
題
目
に
出
会
っ
た
よ
ろ
こ
び
を
基

準
に
し
て
日
々
を
送
っ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。
身
の
回
り
の
こ
と
ご
と
に
小
さ
な
幸

せ
を
た
く
さ
ん
感
じ
取
っ
て
い
て
、
そ
れ

ら
が
す
べ
て
お
題
目
の
真
実
を
証
明
す
る

現げ
ん
し
ょ
う証
利り
や
く益
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

生
涯
現
役
で
暮
ら
し
た
い
、
逝ゆ

く
と
き

は
い
さ
ぎ
よ
く
パ
ッ
と
事こ

と
き切
れ
た
い
、
と

願
わ
ぬ
人
は
い
ま
せ
ん
。
で
も
、
生

し
ょ
う

老ろ
う

病び
ょ
う
し死
と
い
う
人
生
の
宿
命
的
な
苦
は
、
そ

う
簡
単
に
打
っ
ち
ゃ
り
切
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
に
運
動
し
て
も
食

事
に
気
を
配
っ
て
も
、
や
が
て
は
手
足
を

動
か
し
に
く
く
な
る
時
が
来
る
の
は
仕
方

な
い
こ
と
な
の
で
す
。
で
は
、
老
い
の
苦

し
み
に
見
舞
わ
れ
た
ら
生
き
る
喜
び
も
朽

ち
果
て
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
御ご

じ持
念ね

ん
じ
ゅ誦

文も
ん

に
も
あ

る
よ
う
に
、
法
華
経
の
教
義
は
こ
の
一
生

の
御
奉
公
を
終
え
て
も
、
ま
だ
救
い
残
し

て
い
る
人
々
が
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
生

ま
れ
変
わ
っ
て
ふ
た
た
び
如
説
修
行
に
励

む
お
役
目
が
あ
る
ぞ
、
と
教
え
て
い
ま
す
。

一
日
で
も
生
き
て
い
ら
れ
れ
ば
、
た
と
え

体
が
動
か
な
く
て
も
お
題
目
を
唱
え
て
罪

障
消
滅
を
祈
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ど
ん

な
問
題
も
御
宝
前
に
御
祈
願
を
か
け
て
乗

り
越
え
ま
し
ょ
う
。
先
祖
代
々
の
塔
婆
を

た
て
て
罪
障
消
滅
を
祈
り
ま
し
ょ
う
。

開
導
聖
人
御
教
歌

『
現げ

ん
ぜ世

よ
り
未み

ら
い来

大だ
い
じ事

と
行

ぎ
ょ
う

ず
れ
ば

　
　
　
　
　
今こ

ん

世ぜ

も
共と
も

に
所し
ょ
が
ん願
成じ
ょ
う
じ
ゅ
就
』
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て
奉
修
す
る
報
恩
感
謝
の
式
典
で

す
。
奉
修
費
・
お
花
料
・
御
供
米
料

の
奉
納
は
寺
務
所
に
、
参
詣
予
定
者

数
の
申
し
込
み
は
受
持
ち
講
師
に
、

２
日
ま
で
に
済
ま
せ
て
下
さ
い
。

三
、
静
岡
聞
信
寺
団
参

　

６
月
11
日

（日）
は
聞
信
寺
開
導
会
の

団
参
で
す
。
参
詣
当
番
は
第
一
地
区

で
す
。
同
志
寺
院
の
ご
弘
通
の
応
援

と
な
る
大
切
な

ご
奉
公
で
す
。

大
勢
で
参
詣
さ

せ
て
頂
き
ま

し
ょ
う
。

四
、
信
徒
講
習
会

　

平
成
29
年
度
、
第
一
回
信
徒
講
習

会
を
下
段
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

今
月
18
日
に
は
、
開
導
会
を
奉
修

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
報
恩
の
志

で
次
世
代
の
方
々
に
応
援
祈
願
や
ご

回
向
を
す
す
め
、
下
種
結
縁
に
励
み

ま
し
ょ
う
。

一
、
随
喜
轉
教
に
つ
い
て

　
「
法
華
経
の
題
目
を
唱
え
て
、
他

人
の
幸
福
を
願
う
こ
と
が
今
ま
く
こ

と
が
出
来
る
最
善
の
種
ま
き
で
す
」

と
教
わ
っ
て
い
ま
す
。
若
い
人
た
ち

に
他
人
の
幸
せ
を
願
っ
て
祈
願
を
書

く
喜
び
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

・「
開
講
本
旨
再
興
祈
願
」
朝
参
詣

週
間　
　
　
　
　

１
日

（木）
～
７
日

（水）

・「
開
講
本
旨
再
興
祈
願
」
口
唱
会

　
　
　

４
日

（日）
午
前
９
時
半

二
、
開
導
会

　

開
導
会
は
６
月
18
日

（日）
に
奉
修
さ

れ
ま
す
。
座
割
は
次
の
通
り
で
す
。

　《
第
一
座
》　
10
時
～

　

第
１
地
区
、
第
２
地
区
の
目
黒
・

　

世
田
谷
・
品
川
連
合
、
妙
証
会
、

　

特
別
教
区
の
み
な
さ
ん

　《
第
二
座
》　 
11
時
半
～

　

第
２
地
区
の
か
な
が
わ
・
多
摩
連

　

合
、
第
３
地
区
、
妙
証
会
、
特
別

　

教
区
の
み
な
さ
ん

　

三
大
会
は
全
信
徒
が
願
主
と
な
っ

テ
ー
マ
は
「
ご
宝
前
の
お
給
仕
」
で

す
。
お
敬
い
を
伝
え
る
大
切
な
心
得

で
す
。
ぜ
ひ
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

五
、 七
月
の
行
事
予
告

・
夏
期
参
詣

　

７
月
１
日

( 土 )
か
ら
７
月
31
日

( 月 )
ま

で
で
す
。
日
曜
日
に
は
御
利
益
談
と

お
う
ど
ん
の
ご
供
養
が
あ
り
ま
す
。

今
の
う
ち
か
ら
班
内
家
族
の
将
引
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
ょ
う
。

・
夏
季
錬
成
会

　

今
月
の
う
ち
か
ら
各
地
区
で
計
画

を
立
て
、
次
世
代
の
方
々
も
参
加
出

来
る
よ
う
す
す
め
て
く
だ
さ
い
。

・
夏
季
総
回
向

　

７
月
23
日

（日）
に
奉
修
さ
れ
ま
す
。

本
堂
な
ら
び
に
六
角
堂
に
参
詣
し
ま

し
ょ
う
。

１
日
～
７
日　

開
講
本
旨
再
興
祈
願

　
　
　
　

朝
参
詣
週
間

１
日

（木）　
開
講
本
旨
再
興
祈
願
総
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
10
時

３
日

（土）　

運
営
会
議　

午
前
９
時
半

４
日

（日）　

開
講
本
旨
再
興
祈
願
口
唱

　
　
　
　

会　
　
　
　
午
前
９
時
半

10
日

（土）　

連
合
幹
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
半

　

〃　
　

後
続
者
育
成
係
連
絡
会

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
半

11
日

（日）　

団
参
・
聞
信
寺
（
静
岡
）

　
　
　
　

開
導
会　

担
当
第
一
地
区

13
日

（火）　
高
祖
大
士
御
命
日
総
講

午
前
10
時
半

17
日

（土）　

開
導
会
全
体
会
議
・
準
備

　
　
　
　

ご
奉
公　
　

午
前
９
時
半

18
日

（日）　
開
導
会

　
　
　
　

午
前
10
時
・
午
前
11
時
半

　
　
　
　
座
割
は
14
頁
参
照

25
日

（水）　
門
祖
聖
人
御
命
日
総
講

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
半

　
　
　
　

正
副
教
区
長
会午

後
12
時
半

　
　
　
　

    

一
地
区
：
和
室

二
地
区
：
２
階
ホ
ー
ル

三
地
区
：
１
階
ホ
ー
ル

◎　

信
徒
講
習
会

　
《 

テ
ー
マ 

：
ご
宝
前
の
お
給
仕
》

６
月
４
日

（日）
午
前
11
時
半

６
月
13
日

（火）
午
後
12
時
半

６
月
24
日

（土）
午
前
９
時
半

６
月
の
寺
内
行
事
予
定
表

６
月
の
ご
奉
公
の
す
す
め
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平
成
十
年
十
月
に
日
尚
上
人
が
宗
門

か
ら
離
脱
し
て
妙
應
寺
に
移
る
ま

で
、
ず
っ
と
戦
い
の
日
々
が
続
き
ま

し
た
。
平
成
十
五
年
四
月
二
十
三
日

未
明
に
日
尚
上
人
は
御
遷
化
さ
れ
ま

し
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
約
十
五
年
間

と
い
う
も
の
は
「
開
導
聖
人
の
開
講

本
旨
を
守
る
に
は
、
宗
派
を
離
脱
し

て
新
た
な
宗
門
を
設
立
す
る
以
外
に

な
い
」
と
苦
渋
の
決
断
を
な
さ
り
、

開
講
本
旨
再
興
の
御
奉
公
に
心
血
を

注
が
れ
た
の
で
す
。

③ 

後
に
残
さ
れ
た
日
尚
上
人
門
下

教
講
一
同
は
、
日
尚
上
人
の
開
講

本
旨
再
興
の
思
い
を
引
き
継
ぐ
べ

く
、
三
島
聞
泉
寺
益
田
日
紀
上
人
の

ご
教
導
を
い
た
だ
い
て
、
平
成
十
八

年
四
月
に
は
佛
立
本
旨
講
創
立
式
を

挙
行
、
平
成
十
九
年
五
月
に
は
日
尚

上
人
御
霊
廟
事
教
院
六
角
堂
を
建
立

し
、
平
成
二
十
四
年
五
月
に
は
中
野

妙
清
会
と
の
紛
争
も
完
全
に
終
結

し
、
七
月
か
ら
千
代
田
区
四
番
町

に
仮
道
場
を
構
え
、
そ
し
て
平
成

二
十
八
年
五
月
に
漸
く
本
駒
込
新
本

堂
の
完
成
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

④ 

本
年
四
月
一
日
は
、
奇
し
く
も

佛
立
開
導
日
扇
聖
人
の
御
生
誕
二
百

年
に
あ
た
り
ま
す
。
艱か
ん
な
ん難
辛し
ん
く苦
を
乗

り
越
え
て
な
お
開
講
本
旨
再
興
を
め

ざ
す
我
々
日
尚
上
人
門
下
の
御
奉
公

を
、
開
導
聖
人
が
お
喜
び
く
だ
さ
ら

な
い
筈
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
年
度
の

御
奉
公
は
教
化
誓
願
成
就
を
テ
ー
マ

に
し
て
、
現
証
利
益
の
あ
ら
た
か
な

妙
法
口
唱
信
行
を
後
世
に
伝
え
遺
し

て
ゆ
く
所
存
で
す
。

⑤ 

後
先
に
な
り
ま
し
た
が
、
明
４

月
23
日
に
は
本
駒
込
本
堂
で
日
尚
上

人
御
祥
月
法
要
に
あ
わ
せ
て
新
本
堂

開
筵
式
を
奉
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

そ
の
後
は
東
京
湾
ク
ル
ー
ズ
船
で
祝

賀
会
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定

で
す
。
我
ら
末
弟
の
微
意
を
ご
照
覧

く
だ
さ
り
、
一
層
の
ご
冥
加
を
賜
ら

ん
こ
と
を
請
い
願
い
、
奉
告
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

佛
立
本
旨
講
妙
應
寺
住
職

　

日
在　

合
掌

① 

開
講
本
旨
再
興
日
尚
上
人
御
祥

月
法
要
に
際
し
、
六
角
堂
日
尚
上

人
御
霊
前
に
お
い
て
謹
み
て
平
成

二
十
八
年
度
妙
應
寺
御
奉
公
の
概
要

を
奉
告
申
し

上
げ
ま
す
。

先
ず
初
め
に
、

昨
年
の
五
月

五
日
か
ら
開

始
さ
れ
た
本

駒
込
新
本
堂

で
の
勤
行
も
、

信
徒
一
同
の
喜
び
の
朝
参
詣
に
支
え

ら
れ
て
今
日
ま
で
滞
り
な
く
執
り
行

な
わ
れ
、
佛
立
本
旨
講
弘
通
発
展
を

期
す
根
本
道
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
予
て
か
ら
の
念
願

で
あ
っ
た
宗
教
法
人
の
取
得
も
、
昨

年
末
に
文
部
科
学
大
臣
の
認
証
が
得

ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
本
駒
込

新
本
堂
の
建
立
と
宗
教
法
人
の
取
得

と
い
う
重
要
課
題
が
実
現
し
、
佛
立

本
旨
講
の
妙
法
口
唱
信
行
に
よ
る
現

証
御
利
益
を
後
世
に
伝
え
の
こ
す
準

備
は
す
べ
て
整
っ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

② 

思
い
返
せ
ば
、
昭
和
六
十
年
頃

の
バ
ブ
ル
景
気
に
乗
っ
て
、
宗
内
で

基
本
財
産
積
立
金
流
用
に
よ
る
株
式

投
資
が
秘
か
に
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
当
時
の
宗
務
本
庁
財
務
局
長
か

ら
財
務
上
の
問
題
点
を
打
ち
明
け
ら

れ
た
日
尚
上
人
は
、
事
件
の
全
貌
を

明
ら
か
に
宗
内
に
公
表
し
て
直
ち
に

懺
悔
改
良
を
誓
い
、
宗
門
全
体
の
協

力
に
よ
り
損
金
の
穴
埋
め
を
す
べ
き

と
提
言
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

提
言
は
、
株
式
投
資
推
進
派
に
よ
っ

て
に
べ
も
な
く
断
ら
れ
、
以
来
、
宗

務
本
庁
役
員
ら
に
よ
る
決
算
書
の
粉

飾
そ
の
他
の
隠い
ん
ぺ
い蔽
工こ
う
さ
く作
が
つ
づ
き
、

日
尚
上
人
御
祥
月
法
要
六
角
堂
奉
告
文

～
こ
の
一
年
を
振
り
返
り
、
明
日
に
向
か
う
決
意

　

待
ち
に
待
っ
た
開
筵
式
が
４
月
22
日
～
23
日
に
奉
修
さ
れ
ま
し
た
。
六

角
堂
で
の
奉
告
式
に
始
ま
り
、
本
駒
込
本
堂
で
の
式
典
、
そ
し
て
東
京
湾

ク
ル
ー
ズ
で
の
祝
賀
会
ま
で
の
一
連
の
ご
奉
公
を
振
り
返
っ
て
見
ま
し
た
。



9 8

式典第一会場（本堂）

日尚上人へお焼香

新本堂設計・建設関係者への感謝状の贈呈

式典第二会場（和室）

　開筵式 式典

御戒壇制作 仏師 森純一氏 本堂改修 東京夢工房 緒方和之社長

祝
　
辞
（
抄
）

聞
信
寺
御
住
職 

志
田
照
堅
師

　
「
真
実
の
教
え
を
真
実
に

行
ず
れ
ば
、
御
利
益
の
な

い
こ
と
は
な
い
」
と
い
う

ご
指
南
を
、
日
尚
上
人
が

わ
か
り
や
す
く
話
し
て
下
さ
っ
た
。
真
実
の

教
え
、
真
実
の
行
の
結
果
だ

　４月 23 日午前９時、本堂に入りきれない 463 名にもなったお参詣者は、
二階の和室・ロビーをもいっぱいにしました。第二・第三会場には本堂の様
子を大型モニターで投影し、御看経、式典に寺内どこにいても参加すること
ができました。
　このページでは、開講本旨再興日尚上人祥月ご命日法要に併せて奉修され
ました開筵式式典の様子を当日のスナップ写真を中心にお伝えします。

89

訓
　
辞
（
抄
）

妙
應
寺 

日
在 

御
導
師

　

日
尚
上
人
の
思
い
を
受

け
継
ご
う
と
い
う
我
々
の

思
い
が
、
御
法
様
か
ら

力
を
頂
い
た
の
だ
。
昭
和

六
十
年
、
佛
立
宗
の
事
件
が
発
覚
し
て
か
ら

三
十
年
、
こ
の
経
緯
を
知
る
人
は
少
な
く

な
っ
た
。
だ
が
、
日
尚
上
人
の
苦
労
、
努
力

に
よ
る
御
決
意
の
お
か
げ
だ
と
い
う
こ
と

は
、
伝
え
遺
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い

式典第三会場（二階ホール）

　入口には山門幕に加えて新たに五色幕が飾られお参詣
者をお迎えしました。御供養にはパウンドケーキが準備
されました。
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1  1 : 30 クルーズ船乗船開始
1  1 : 50  祝賀会が始まりました

1 2 :00 乾杯

　食事が一段落した十二時半、一階のコンチェルトで歌声喫茶
が始まりました。子供さんたちも合唱に参加し、よろこんでマ
イクの前に立って、可愛らしく歌ってくれました。　

1 3 :20  ビンゴ大会

信徒を代表して、家室宏邦責任役員
が乾杯の音頭を取りました

　　　　　
見
て
く
だ
さ
い
、

　　
こ
の
抜
け
る
よ
う
な

　

青
空
。
潮
風
に
あ
た
っ
て

い
た
だ
く
御
供
養
の

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
は
最
高
！

♫大きな栗の

　木の下で…♬

　開筵式祝賀会

船
遊
び
の
体
験
を
し
た
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
、
想
像
以

上
に
大
変
楽
し
い
二
時
間

が
ア
ッ
と
い
う
間
で
し
た
。

　

   

中
里
教
区 

関
有
明
子
さ
ん

1011

　

参
加
三
四
五
名
を
乗
せ

た
東
京
湾
ク
ル
ー
ズ
船
。

　

乗
船
に
際
し
て
は
、
花

笠
音
頭
隊
が
皆
さ
ん
を
お

出
迎
え
。

　

定
刻
通
り
に
日
の
出
桟

橋
を
太
陽
の
光
を
い
っ
ぱ

い
浴
び
て
出
航
。

　

二
時
間
十
分
の
祝
賀
会

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

お天気に恵まれ、乗船する
ときの花笠音頭が華やか
さを添えて良かったです。
　中里教区 鳥海早智子さん

参
加
者
全
て
に
景
品
の

当
た
る
、
空
く
じ
な
し

の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
だ
よ

長野から楽しみに
やってきました。

あら、 ビンゴよ
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16
日

( 日 )　

開
導
会
奉
修
本
部
会
議
を

　

午
前
９
時
半
よ
り
開
催

17
日

( 月 )　
開
導
聖
人
御
命
日
総
講
を

　
午
前
10
時
半
よ
り
奉
修

21
日

( 金 )　

開
筵
式
奉
修
会
議
、
準
備

　

ご
奉
公
を
午
前
９
時
よ
り
開
催

22
日

( 土 )　

開
講
本
旨
再
興
日
尚
上
人

　

祥
月
御
命
日
法
要
・
奉
告
式
を
午

　

前
11
時
半
よ
り
奉
修
〈
六
角
堂
〉

23
日

( 日 )　

開
筵
式
・
開
講
本
旨
再
興

　

日
尚
上
人
祥
月
御
命
日
法
要
を
午

　

前
９
時
よ
り
奉
修
、
開
筵
式
祝
賀

　

会
（
東
京
湾
ク
ル
ー
ズ
）
を
午
前

　

11
時
50
分
よ
り
開
催

25
日

( 火 )　
門
祖
聖
人
御
命
日
総
講
を

　
午
前
10
時
半
よ
り
奉
修

　

〃　
　

正
副
教
区
長
会
を
午
後
12

　

時
半
よ
り
開
催

30
日

( 日 )　

立
教
開
宗
記
念
５
時
間
口

　

唱
会
を
午
前
９
時
半
よ
り
奉
修

１
日
～
７
日　

開
講
本
旨
再
興
祈
願

　

朝
参
詣
週
間

１
日

( 土 )　

開
講
本
旨
再
興
祈
願
総
講

　

を
午
前
10
時
半
か
ら
奉
修
、地
区
・

　

連
合
・
教
区
・
事
務
局
辞
令
伝
達

　

式
並
び
に
平
成
29
年
度
ご
奉
公
の

　

誓
い
を
併
修

２
日

( 日 )　

開
講
本
旨
再
興
日
尚
上
人

　

祥
月
御
命
日
法
要
・
開
筵
式
奉
修

　

費
奉
納
、
御
塔
婆
申
込
、
参
詣
人

　

数
締
切

８
日

( 土 )　

運
営
会
議
を
午
前
９
時
半

　

よ
り
開
催

13
日

( 木 )　
高
祖
大
士
御
命
日
総
講
を

　
午
前
10
時
半
よ
り
奉
修

15
日

( 土 )　

連
合
幹
事
会
を
午
前
９
時

　

半
よ
り
開
催

　

〃　
　

後
続
者
育
成
連
絡
会
を
午

　

前
10
時
半
よ
り
開
催

平
成
29
年
４
月
の
寺
内
行
事
報
告

た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
、「
人
の

出
入
り
が
多
す
ぎ
て
差
し
障
り
が
あ

る
」
と
い
う
苦
情
で
出
て
行
か
ざ
る

を
得
な
く
な
り
ま
す
。

佛
立
講
の
開
講

　

一
方
、
日
扇
聖
人
が
身
を
寄
せ
て

い
た
日
蓮
宗
八
品
派(

の
ち
の
本
門

法
華
宗
）
で
は
、
宗
内
で
の
教
義
上

の
論
争
が
お
こ
り
、
本
来
の
お
題
目

中
心
の
活
動
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
ま

す
。

　

そ
ん
な

状
況
に
、

日
扇
聖
人

は
愛
想
を

つ
か
し
、

　

西
行
庵
を
出
て
行
か
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
日
扇
聖
人
は
、
そ
の
後
、

京
都
の
各
所
を
転
々
と
し
ま
す
。
合

計
、
八
度
居
を
移
し
た
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
、
病

人
を
お
題
目
で
治
す
御
利
益
を
見
た

人
が
次
々
と
信
者
に
な
っ
て
ゆ
き
ま

す
。

　

例
え
ば
、
綾
小
路
東
洞
院
で
間
借

り
し
た
時

は
家
主
の

お
お
医
者

さ
ん
ま
で

お
教
化
に

な
り
ま
し

の
御
信
者
さ

ん
が
宣
伝
パ

レ
ー
ド
。

　

こ
の
よ
う
に

し
て
、
日
扇

聖
人
の
教
え

は
瞬
く
間
に
、

京
都
中
に
弘

が
っ
て
ゆ
き
ま
す
が
、
そ
の
反
動
も

大
き
く
、
他
宗
か
ら
の
誹
謗
中
傷
も

激
し
く
、
数
々
の
ご
法
難
に
遭
い
ま

す
。そ
の
よ
う
な
困
難
を
克
服
し
て
、

現
在
の
私
た
ち
の
礎
を
築
い
て
下
さ

い
ま
し
た
。
今
年
は
、
日
扇
聖
人
が

ご
誕
生
に
な
っ
て
二
〇
〇
年
。
報
恩

の
思
い
で
、
今
年
の
開
導
会
の
ご
奉

公
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
ょ
う
。

 
開
導
聖
人
御
一
代
記
　 

連
載
第
三
回(

全
三
回
）

そ
れ
な
ら
ば
、
自
分
の
手
で
、
日
蓮

聖
人
、
日
隆
聖
人
の
教
え
を
正
し
く

弘
め
な
お
そ
う
と
、
本
門
佛
立
講
を

開
講
し
ま
す
。

　

開
講
の
日
、
１
万
人
以
上
の
信
者

に
し
よ
う
と
決
意
を
も
っ
て
い
ま
し

た
。
幕
末
の
安
政
４
年
１
月
12
日
の

こ
と
で
し
た
。

様
々
な
ア
イ
デ
ア　

　

そ
の
た
め
の
具
体
的
行
動
計
画
の

一
つ
が

こ
の
絵

で
す
。

京
都
蛸

薬
師
か

ら
嵯
峨

ま
で
、

多

く
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開
導
会
に
お
参
詣
を
！

　

日
蓮
聖
人
の
立
教
開
宗
へ
の
御
苦

労
を
し
の
び
、
５
時
間
口
唱
会
を
今

年
も
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
の
始

立
教
開
宗
記
念
五
時
間
口
唱
会

ま
っ
た
４
月
30
日
午
前
９
時
半
よ
り

奉
修
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

先
週
の
開
筵
式
の
興
奮
が
ま
だ
醒

め
や
ら
ぬ
ご
信
者
の
元
気
な
、
そ
し

て
喜
び
の
顔
、
顔
、
顔
。
１
６
４
名

　

幕
末
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
、

蓮
隆
両
祖
の
流
れ
を
正
し
い
方
向
に

開か
い
ほ
つ発
教き
ょ
う

導ど
う

し
て
下
さ
い
ま
し
た
日

扇
聖
人
の
ご
苦
労
に
よ
り
、
今
日
の

私
た
ち
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

そ
ん
な
ご
恩
に
報
い
る
開
導
会

は
、
今
年
か
ら
６
月
に
奉
修
さ
せ
て

☆
開
莚
式
記
念
品

新
し
い
信
行
手
帳
を
配
布
し
ま
す

　

開
筵
式
を
記
念
し
て
、
新
し
い
信

行
手
帳
を
作
り
ま
し
た
。
全
て
の
信

徒
の
皆
さ
ん
に
お
配
り
い
た
し
ま

す
。

　
「
無
始
已
来
」
か
ら
「
久
遠
偈
」

ま
で
の
御
看
経
の
基
本
的
内
容
は
変

わ
り
ま
せ
ん
が
、
一
部
の
漢
字
は
新

常
用
漢
字
に
統
一
し
、
ル
ビ
（
ふ
り

仮
名
）
に
つ
い
て
も
現
代
仮
名
遣
い

に
準
拠
し
ま
し
た
。

　
「
五
悔
の
文
」
で
は
、「
十じ
ゅ
う」
の
読

み
方
を
「
十じ
っ
ぽ
う方
」「
十じ
っ
か
い界
」
に
し
ま

し
た
。

　
「
如
説
修
行
抄
」
で
は
、「
日
蓮
聖

人
御
遺
文
講
義
第
八
巻
」
を
参
照
し

て
、一
部
書
き
換
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

第
五
段
「
入い
っ

て
」
は
「
入い

り
て
」、

「
西
は
東
と
な
り
大だ
い
ち地
」
は
「
大だ
い
じ地
」、

「
地じ

と
成
る
た
め
し
は
」
は
「
地ち

」

と
読
み
方
を
訂
正
し
ま
し
た
。

　

巻
末
の
「
各
種
言
上
文
」
は
、「
無

始
已
来
」に
始
ま
っ
て
、「
無
始
已
来
」

で
終
わ
る
一
連
の
流
れ
を
省
略
す
る

こ
と
な
く
記
述
し
て
お
り
ま
す
。

  「
甲
の
御
講
の
後
の
御
礼
の
御
看
経

の
あ
げ
方
」「
御
宝
前
の
お
給
仕
の

後
の
懺
悔
言
上
の
あ
げ
方
」
な
ど
五

つ
の
御
看
経
の
あ
げ
方
に
使
い
や
す

さ
を
視
点
に
編
集
し
て
お
り
ま
す
。

　

体
裁
は
、
従
来
通
り
の
サ
イ
ズ
B6

判
、
64
ペ
ー
ジ
で
す
。

  

「
妙
講
一
座
の
意
義
」「
如
設
修
行

抄
の
内
容
に
つ
い
て
」「
日
月
偈
・

久
遠
偈
に
つ
い
て
」
と
い
う
分
か
り

易
い
解
説
を
御
導
師
が
書
い
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

普
段
お
唱
え
し
て
い
る
妙
講
一
座

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
う
え
で
信

行
に
励
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

の
お
参
詣
者
で
、
本
堂
は
埋
ま
り
、

大
き
な
声
の
お
題
目
が
あ
が
り
ま
し

た
。

　

気
の
引
き
締
ま
る
思
い
と
そ
の
お

題
目
と
の
一
体
感
が
う
れ
し
く
、
こ

の
勢
い
で
本
年
度
の
目
標
で
あ
る
お

教
化
に
全
信
徒
で
邁
進
し
ま
し
ょ

う
。

い
た
だ
き
ま
す
。

　

教
区
・
班
内
・
ご
家
族
に
お
伝
え

し
、
そ
ろ
っ
て
お
参
詣
を
す
す
め
て

下
さ
い
。

　

当
日
の
座
割
は
４
ペ
ー
ジ
の
今
月

の
予
定
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
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あ
な
た
が
こ
れ
ま
で
、
い
た
だ
い

た
ご
利
益
を
一
度
話
し
て
お
き
た
い

と
思
っ
て
、文
章
に
し
て
み
ま
し
た
。

ゆ
か
は
予
定
日
よ
り
二
週
間
遅
れ
て

生
ま
れ
ま
し
た
。
桐
ヶ
丘
の
ご
宝
前

で
お
母
さ
ん
は
毎
日
五
本
の
お
看
経

を
し
て
、
一
日
も
早
く
生
ま
れ
る
よ

う
に
お
願
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

あ
な
た
は
お
腹
の
中
で
一
緒
に
お

看
経
を
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
２
週
間
以
内
に
生
ま
れ
な
け
れ

ば
帝
王
切
開
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

御
宝
前
は
私
た
ち
に
ご
利
益
を
感
得

さ
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
大
き
な
病
気
も

せ
ず
に
す
く
す
く
と
育
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

小
学
校
へ
入
学
、
色
々
あ
り
ま
し

た
が
、
お
守
い
た
だ
い
て
い
る
と
感

じ
た
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
な
た

は
覚
え
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
学
校
帰
り
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で

一
緒
に
な
っ
た
人
に
屋
上
ま
で
連
れ

て
い
か
れ
た
こ
と
で
す
。
怖
い
目
に

あ
い
ま
し
た
ね
。
そ
の
と
き
、
た
ま

た
ま
住
人
の
方
が
屋
上
で
洗
濯
物
を

取
り
込
ん
で
い
て
、
お
か
し
い
と
気

づ
き
、
声
を
か
け
て
く
だ
さ
り
、
事

な
き
を
得
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
い
つ
も
お
ば
ち
ゃ
ん
か

ら
、
ご
信
心
は
い
ざ
と
い
う
時
に
子

供
を
守
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
日

頃
か
ら
し
て
お
く
も
の
で
す
と
言
わ

　

陣
痛
が
始
ま
り
分
娩
台
に
移
っ
た

瞬
間
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
何
と
か
自

然
分
娩
で
誕
生
で
き
た
の
で
す
。
元

気
な
女
の
子
で
し
た
。

　

あ
な
た
を
腕
に
抱
い
た
と
き
、
誰

に
で
も
か
わ
い
が
ら
れ
る
子
に
育
っ

て
く
だ
さ
い
と
お
願
い
ま
し
た
。

　

初
参
り
は
お
爺
ち
ゃ
ん
の
車
で
渋

谷
の
乗
泉
寺
で
し
た
。
お
祖
母
ち
ゃ

ん
は
渡
米
中
で
し
た
。

　

初
参
り
に
は
着
物
で
三
歳
の

七
五
三
で
は
赤
い
被ひ

布ふ

に
、
七
歳
の

時
に
は
振
袖
を
着
て
、
お
参
詣
し
ま

し
た
。

■
私
の
よ
ろ
こ
び

ゆ
か 

へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
一
地
区
都
中
里
連
合
中
里
教
区　

Ｔ
さ
ん

を
く
れ
ま
し
た
ね
、
ど
ん
な
に
力
強

か
っ
た
か
し
れ
ま
せ
ん
。
前
向
き
に

戦
っ
て
行
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

ゆ
か
が
、「
ベ
ッ
ド
で
少
し
だ
け

お
看
経
を
し
て
い
る
よ
」
と
言
っ
て

く
れ
た
こ
と
に
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。
わ
た
し
が
変
わ
っ
て
あ
げ
る
こ

と
は
で
き
な
い
け
ど
、
後
ろ
か
ら
支

え
る
こ
と
は
出
来
ま
す
。

　

病
気
と
は
こ
れ
か
ら
長
い
付
き
合

い
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
家
族
三
人

で
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
。
ご
宝
前
か
ら
ご
利
益
を
頂

き
、
か
な
ら
ず
病
気
は
治
り
ま
す
！

こ
う
し
て
お
守
り
頂
い
て
き
た
こ
と

を
、
あ
な
た
に
残
し
て
お
き
た
い
と

思
い
、
手
紙
を
綴
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
よ
り

　

自
分
の
身
で
は
な
く
娘
の
ゆ
か
が

苦
し
む
な
ん
て
、
親
と
し
て
ど
ん
な

に
つ
ら
い
こ
と
か
、
言
葉
で
は
言
い

表
せ
ま
せ
ん
。

　

で
も
、
入
院
中
に
お
父
さ
ん
が

言
っ
て
く
れ
た
一
言
が
あ
な
た
を

救
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

「
お
寺
で
は
、
ゆ
か
の
た
め
に
皆
さ

ん
（
信
者
）
が
応
援
祈
願
を
か
け
て

（
本
堂
で
）
お
看
経
を
あ
げ
て
い
て

く
れ
る
か
ら
心
配
な
い
よ
、
大
丈
夫

だ
よ
」
わ
た
し
は
こ
の
言
葉
に
、
本

当
に
救
わ
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
た
い

な
あ
と
、
お
父
さ
ん
と
一
緒
に
、
ご

宝
前
に
感
謝
し
ま
し
た
。

　

自
宅
へ
、
お
助
行
に
来
て
く
だ

さ
っ
た
お
講
師
は
ゆ
か
へ
「
私
た
ち

は
常
に
魂
と
戦
っ
て
い
る
の
だ
と
い

う
こ
と
で
す
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
と
き
ほ
ど
、

本
当
に
そ
の
と
お
り
だ
と
感
じ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

あ
な
た
は
、
楽
し
い
三
年
間
の
高

校
生
活
を
送
り
、
無
事
に
卒
業
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
青
山
製
図
学
校
へ

入
学
。
卒
業
の
年
は
就
職
難
で
、
大

変
で
し
た
ね
。
入
社
試
験
中
は
、
お

母
さ
ん
が
ご
宝
前
で
、
お
看
経
を
し

て
応
援
し
て
い
ま
し
た
。
無
事
、
今

の
会
社
へ
就
職
で
き
、
十
七
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。

　

健
康
に
は
恵
ま
れ
て
こ
こ
ま
で
来

た
の
で
、今
回
こ
の
よ
う
な
病
気
（
ネ

フ
ロ
ー
ゼ
）
に
な
る
と
は
思
い
も
よ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

人
間
が
生
き
て
い
く
一
寸
先
は
全

く
わ
か
ら
な
い
と
、
つ
く
づ
く
実
感

し
ま
し
た
。
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家
族
の
絆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
地
区　

嶋
村
直
子

は
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
乗
り

越
え
て
行
け
る
力
を
下
さ
る
の
で
す

ね
。
さ
す
が
に
ご
信
者
さ
ん
の
親
子

だ
な
と
感
心
致
し
ま
し
た
。

　

四
月
二
十
三
日
の
祝
賀
会
に
は
、

一
人
で
も
多
く
の
出
席
者
が
あ
る
よ

う
に
将
引
の
ご
奉
公
に
励
み
ま
し
ょ

う
、
と
話
が
出
ま
し
た
の
で
、
皆
で

手
落
ち
が
な
い
よ
う
に
確
認
し
合
い

ま
し
た
。

　

今
月
は
第
二
地
区
品
川
連
合
品
川

教
区
の
Ｏ
さ
ん
宅
で
後
続
者
育
成
助

行
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｏ
さ
ん
の
一
人
息
子
の
Ｚ
さ
ん

は
、
腎
臓
の
機
能
が
慢
性
的
に
低
下

し
て
い
く
病
で
、
昨
年
は
症
状
が
進

ん
で
透
析
に
な
る
一
歩
寸
前
で
お
計

ら
い
を
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
順
調
に
回
復
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
無
事
退
院
さ
れ
て
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

母
親
の
Ｏ
さ
ん
は
、
私
達
が
見
て

い
て
も
感
心
す
る
ほ
ど
、
息
子
さ
ん

の
面
倒
を
献
身
的
に
看
て
お
ら
れ
ま

す
。
息
子
さ
ん
は
お
母
さ
ん
を
頼
っ

て
一
緒
に
お
寺
参
詣
に
励
み
、
団
参

に
も
同
行
さ
れ
て
親
子
で
ご
奉
公
の

功
徳
を
積
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

お
母
さ
ん
に
対
す
る
息
子
さ
ん
の

思
い
と
、
息
子
さ
ん
の
お
母
さ
ん
に

対
す
る
思
い
を
見
て
い
る
と
胸
が
熱

く
な
り
ま
す
。

　

世
間
の
声
で
は
、
家
族
の
絆
と

は
？　

家
族
愛
と
は
？　

と
、
家
族

の
温
か
さ
や
尊
さ
を
知
ら
な
い
人
た

ち
も
い
る
世
の
中
で
、
信
者
の
家
庭

は
幸
せ
で
す
。

　

ご
信
心
で
培
わ
れ
た
家
族
の
愛
情
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